


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
３歳から矯正箸を使わせていたのに年長に進級しても通常の箸にス

ムーズに移行することができませんでした。どうしたらよいでしょう

か？ 

 

そうですね～矯正箸を使って上手く移行できるお子さんとそうで

ないお子さんが見られますね。矯正箸を使ったからといって上手く箸

が使えるとは限らないし、矯正箸を使わずにスムーズに箸に切り替え

られることもありますね。その差ってなんでしょう。次のようなこと

が考えられます。 

① 手指の機能（握る・のばす・つまむ・ねじる等）が十分に発達しているかど

うか。まだ、指先に力が入らず上手く使えないようであれば、指先を使う

遊び（粘土・泥んこ遊び・折り紙・ぬりえ等）をたくさん遊んでみる。 

② 使いやすく、滑りにくい、手にあった箸を選んでいますか。 

③ 箸の長さが長すぎたり、短すぎたりしていませんか。｛手の長さ（手首か

ら一番長い指先までの長さ）｝+｛２～３cm程度｝ 
 

これらのことを意識することで箸への切り替えの時期、正しい箸の持

ち方や使い方の最初の一歩に繋がるのではないでしょうか。正しい持ち

方は、機能的な持ち方のことです。機能的な持ち方をすることで食べや

すく、 

さらに見た目も美しいですよね。 

下のイラストは、「はじめてまなぶ もちかたのえほん」からの抜粋です。 

ぜひ参考にしてみてください。 
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